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ⅢⅢ．． 派派遣遣

  １１．．目目的的

島根県内に従事する看護職等が，場に応じた的確な臨床判断，確実な援助行為が行えるよう，臨

床現場におけるシミュレーション教育を支援するための環境の整備を行う。

２２．．事事業業内内容容

本学の （模擬患者）養成講座を修了した の派遣・調整を行う。また，医療施設においてシミ

ュレーション教育を実施する際，模擬患者派遣に関するサポートを行う。

３３．．事事業業実実施施状状況況

４４．．成成果果

看護栄養学部看護学科の演習，ならびに感染管理認定看護師教育課程の に模擬患者を派遣

することができた。 参加による演習に対しては学生からも高い評価が得られた。また，感染管理

認定看護師教育課程では医療面接の にも派遣することができ，適切な評価の実施につなげる

ことができた。 
５５．．課課題題

が感染法上の 類感染症に位置付けられてから，学部の演習等においても を活用し

た演習が 以前に戻り，擬患者派遣の需要は高くなることが予測される。引き続き安定した

派遣ができるように準備していく必要がある。安定的な 派遣が継続できるために，本学の

（模擬患者）養成講座の充実と修了者のフォローアップを行い， の質の維持・向上が課題である。

「しまね模擬患者の会」と連携して事業を実施していくこととする。

科科目目名名等等 月月日日 人人数数

感染管理認定看護師教育課程：医療面接（ ） 年 月 日 名

看護学科：基礎看護統合実習（事例） 年 月 日 名

年 月 日 名

年 月 日 名

看護学科：看護総合演習Ⅰ（事例） 年 月 日 名

年 月 日 名

計 名
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プロジェクト名：教育力の向上  

ⅠⅠ．．島島根根県県看看護護職職員員実実習習指指導導者者養養成成講講習習会会

  

１１．．目目的的

看護師等学校養成所の実習施設において実習指導を担当する者又は将来実習指導者と

なる予定の者が，看護教育における実習の意義及び実習指導者としての役割を理解し，

効果的な実習指導ができるよう，必要な知識・技術を修得させ，もって実習指導者の資

質の向上と看護実習の強化を図ることを目的としている。  

２２．．事事業業内内容容

島根県より「島根県看護職員実習指導者養成講習会実施事業」の委託を受け，厚生労

働省の保健師助産師看護師実習指導者講習会の実施要綱に基づきカリキュラムを作成し

実施した。（次ページ参照）  

３３．．事事業業実実施施状状況況

１）日 時： 年５月 日（水）～ 年９月７日（木）  

２）場 所：島根県立大学出雲キャンパス  

３）参加者：島根県内の病院の看護職 名（ 施設）

４）講 師：次ページ参照  

４４．．成成果果

今年度は 施設 名から受講申請があり， 時間の ラーニングと１か月間の対面

での講義・演習を終え， 名全員に修了証が授与された。アンケート結果によれば，プロ

グラムの内容，運営，活用度についてはおおむね良好であった。 ラーニングは自分のペー

スで繰り返し視聴できることもあり，実習指導に必要な知識の習得ができたと考える。

指導案作りでは，希望をとり４～５名グループで編成したところ，成人２グループ，精神

１グループ，老年２グループ，基礎１グループ，小児・母性０グループであった。演習は短

い期間で実習指導案を作成するものであったが，全員が熱心に取り組み，対話を重ねながら，

実習指導者としての役割の理解，資質の向上が図れたと考える。

５５．．課課題題

ラーニングについては「難しかった」「長い」と言った回答が複数あった。 ラーニ

ング中に通常勤務が重なると，受講生への負荷が大きい。引き続き，参加施設の管理者へ

の理解を求める必要がある。指導案作成にあたっては，フォーマットがあると嬉しかった

という意見があったが，演習担当教員に前回の指導案を渡しておき，受講者がこれまでの

ものを参考にできるとよいと考える。
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ⅡⅡ 島島根根県県看看護護教教員員継継続続研研修修

１１．．目目的的

看護教員のキャリアアップを支援する事業として，看護教員としての資質・能力の向上を図り，

看護基礎教育の一層の充実を図る。

２２．．事事業業内内容容

島根県より「島根県看護教員継続研修」の委託を受け，研修会の運営・実施（企画担当／県）を

行った。研修は，全ての看護教員を対象とした『組織力を高める研修』，『教育力を高める研修』

を実施した。

３３．．事事業業実実施施状状況況

組織力を高める研修

１）日 時： 年 月 日（土）・ 月 日（日） ～

２）場 所：石央文化ホール

３）講 師：三浦 友里子氏（聖路加国際大学大学院）

４）テーマ：「臨床判断モデルの看護基礎教育への適用，思考発話への展開」

５）対 象：島根県の看護教員

６）参加者：看護教員 名

教育力を高める研修

１）日 時： 年 月 日（土）・ 月 日（日） ～

２）場 所：島根県立大学出雲キャンパス 講義室

３）講 師：内藤 知佐子氏（愛媛大学医学部付属病院 総合臨床研修センター）

４）「能動的な学習を促すシミュレーション教育の実践に向けて」

５）対象者：島根県の看護教員

６）参加者：看護教員 名

４４．．成成果果

両研修とも講義およびグループワークがあり，実践にすぐに役立てられる構成としてくださって

いた。そのため，両研修共に受講者全員が「満足，やや満足」としており，研修内容は今後の教

育に活用できると回答していた。このことから，満足度と有用度はともに高い研修であったと考

えられた。

５５．．課課題題

運営の課題として，土日２日間を同じ時期に２回あることで，参加のしづらさがあった。開催方

法について，今後検討の必要がある。
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ⅡⅡ．．地地域域，，団団体体主主催催にによよるる出出前前講講座座

 
１１．．目目的的

本学の専門的，総合的な教育・研究機能を幅広く社会に公開するため，地域や各種団体からの依

頼に対応し，看護に関する知識・技術及び一般教養を身につける学習の機会を提供する。 
２２．．事事業業内内容容

看護栄養交流センター窓口への講師派遣依頼に対応し，希望テーマや教員，条件などを詳細に聞

き取りした後で出雲キャンパス教員の中から適任者を選び，承諾を得た後，依頼者に紹介する。出

前講座の実施状況について，講座担当教員に実施報告書の提出を求め，ホームページに出前講座の

様子を掲載する。次年度に開講可能な一般向けテーマ登録の募集を行い，一覧をホームページに掲

載する。 
３３．．事事業業実実施施状状況況

出雲キャンパスの教員が開催可能なテーマを一覧表にし，チラシを作成した。

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から，ホームページへのテーマ一覧の公開は行わず，個

別に問い合わせのあった団体等へ担当職員が講師派遣のコーディネートを行った。講師の派遣依頼

は， 年 月から 年 月まで継続的にあり，看護栄養交流センター地域連携推進部にて出

前講座の依頼を受け付けた。

年度の準備として，地域貢献登録カードにより教員から開催可能なテーマの事前登録を募り，

提出されたテーマを一覧表にし，チラシ原稿を作成した。

４４．．成成果果

年度は， 件の出前講座を実施した。依頼元は，地域のコミュニティセンターや 法人等

があり，内容は，介護予防，ロコモ・フレイル予防，認知症予防，健康維持が多数を占めた。出前

講座が地域や各種団体に対し，健康や看護・栄養に関する知識や技術，一般教養を学ぶ機会として

期待されている状況がうかがえる。

５５．．課課題題

新型コロナウイルスが 5類感染症に移行したことから，昨年度と比較し講座の開催数が増加した。
今後も講座開催のニーズが増えると考えられることから，出前講座を積極的に利用していただける

よう，ホームページへのテーマ一覧の掲載などにより周知する必要がある。 
表５ 年度 地域連携推進部 出前講座実施一覧

教員名
実施日

依頼元 内容
月 日

井上 千晶
（一財）地域・教育魅力化プラット
フォーム

しまね探究フェスタ におけるサポーター

今中 美栄 安来市私立保育連盟 安来市私立保育連盟加盟園職員研修講師

大森 眞澄 雲南市 職員対象のメンタルヘルス研修講師

落合 のり子 広島県産業保健研究会 広島県産業保健研究会会員研修講師

加藤 典子
（公財）介護労働安定センター島根
支部

「緊急時の対応」研修講師

澤 幸子 雲南市 職員対象のメンタルヘルス研修講師

荒井 恵美子 ＪＡしまね出雲地区本部 高齢者対策リーダー養成研修会講師

祝原 あゆみ 特定非営利活動法人なないろネット 介護予防・日常生活支援総合事業「なないろ教室」講師

祝原 あゆみ 特定非営利活動法人なないろネット 介護予防・日常生活支援総合事業「なないろ教室」講師

小川 智子 特定非営利活動法人なないろネット 介護予防・日常生活支援総合事業「なないろ教室」講師

小川 智子 特定非営利活動法人なないろネット 介護予防・日常生活支援総合事業「なないろ教室」講師
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加藤 さゆり 出雲市 出雲市生涯学習講座講師

加藤 さゆり 特定非営利活動法人なないろネット 介護予防・日常生活支援総合事業「なないろ教室」講師

加藤 さゆり 特定非営利活動法人なないろネット 介護予防・日常生活支援総合事業「なないろ教室」講師

中川 忠彦
（一財）地域・教育魅力化プラット
フォーム

しまね探究フェスタ におけるサポーター

中畑 典子 出雲市 食のボランティア連絡協議会研修会講師

中畑 典子 （一社）益田ヘルスケア推進協会 栄養ワンダー 「間食のすすめ」講師

中畑 典子 （一社）益田ヘルスケア推進協会 栄養ワンダー 「間食のすすめ」講師

松谷 ひろみ まつえ市民大学運営協議会
まつえ市民大学「いきいき健康コース」「いきいきライフ
コース」講師

渡邉 克俊 川跡自治協会 防災講演会講師

渡邉 克俊 神門クラブ 防災対策についての講演講師

荒木 さおり 大社コミュニティセンター 「回想法」についての講義，脳トレ

荒木 さおり 特定非営利活動法人なないろネット 介護予防・日常生活支援総合事業「なないろ教室」講師

荒木 さおり 特定非営利活動法人なないろネット 介護予防・日常生活支援総合事業「なないろ教室」講師

荒木 さおり 灘分地区社会福祉協議会 認知症講演会講師

荒木 さおり 西田地区社会福祉協議会 軽度認知障害についての講演講師

荒木 さおり 鰐淵地区社会福祉協議会 認知症予防についての講演講師

荒木 さおり
社会福祉法人隠岐の島町社会福祉協
議会

認知症をテーマとしたサロンのつどいの講師

板持 智之 すこやかクラブ セラバンド体操教室講師

板持 智之 東地区社会福祉協議会 セラバンド体操教室講師

板持 智之 灘分地区社会福祉協議会 セラバンド体操教室講師
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ププロロジジェェククトト名名：：産産官官学学連連携携

ⅠⅠ．．包包括括協協定定締締結結自自治治体体ととのの連連携携

  

１１．．目目的的

包括協定を締結している自治体との連携を図ることにより，地域社会のニーズや課題に対応する

事業を協働で企画・実施する。

２２．．事事業業内内容容

連携協定に基づく具体的事業について，個別に協議しながら取り組みを展開する。自治体との協

力について，具現化のために自治体側の意向調査や学内での聞き取り等を行い，合意に至った事業

から順次実施する。

３３．．事事業業実実施施状状況況

１）出雲市と協働で灘分地区介護予防教室事業を行った。

２）出雲子育て支援センター「はぐはぐ」を出雲キャンパス内に開設中。

３）出雲市からの受託事業として，児童虐待防止推進研修事業を 年ぶりに実施。

４）関係自治体において，島根の地域医療フィールドワークや臨地実習，保健師インターンシップ等

の受入れの協力を得た。

４４．．成成果果

出雲市との協働事業については，「Ⅲ 出雲市 児童虐待防止推進研修事業」および「Ⅱ－２．共同

事業：出雲市 灘分地区介護予防教室事業」参照。

５５．．課課題題

出雲市と協働で実施している介護予防教室事業については，これまで数年間継続して実施してい

る事業であり，認知度も上がり，成果も現れている。

コロナ禍において，なかなか自治体との連携事業も実施が困難な状況であったが，次年度以降は

以前のように積極的な活動を展開したい。
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ⅡⅡ．．タタウウンンミミーーテティィンンググ（（益益田田 高高大大社社連連携携事事業業））

１１．．目目的的

高校生に医療に携わる魅力を知ってもらうことを目的とし，①参加者が医療人になるプ

ロセスがイメージできる，②参加者が医療人になった後の道がイメージできる，③病院ス

タッフが自分たちの仕事の意義が分かるの３つを目標に掲げ事業を行った。  
２２．．事事業業内内容容

「将来，人の『健康』に関わる仕事がしたいけぇ」とイベント名を付け，益田医師会病

院院長，島根県立大学学長の基調講演，専門職によるパネルディスカッション，高校生に

よるグループワークを高大社連携授業として実施した。 
３３．．事事業業実実施施状状況況

１）日 時： 年 月 日（日） ～

２）場 所：益田医師会病院

３）参加者：高校生 名，県大生 名，一般参加者 名（保護者ほか）  
 

 
４４．．成成果果

回収されたアンケートからは，参加者の満足度も高く，目標も達成されたと考える。 
５５．．課課題題

当日のプログラムは時間が予定通り進まなかったが，調整しながら，全てのプログラム

を終えることができた。保護者など大人の参加が多く，生徒がグループワークをやりにく

かったかもしれない。今後は，全体の時間の調整，大人の関わり方の検討が必要である。 
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